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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つの主表面上に剥離ライナによって保護されている接着層を有するポリ塩化ビニルフ
ィルムを含む接着フィルムであって、前記ポリ塩化ビニルフィルムと前記接着層との間に
プライマー層が配置され、前記プライマー層が、アミノプラスト及びポリエステル並びに
／又はこれらの硬化物を含み、前記剥離ライナが、前記接着層と接触する前記主表面上に
、少なくとも２つの面内方向に沿って一連の隆起部を含むことにより、前記隆起部が相互
連結して、隆起部によって囲まれている多数の凹部を画定する接着フィルム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）を原料とする接着フィルムに関する。具体的には
、本発明は、グラフィックを作製するためのＰＶＣ接着フィルムに関する。したがって、
本発明は、また、ＰＶＣを原料とする接着フィルムを用いて建造物又は乗り物等の基材に
グラフィックを適用する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＰＶＣを原料とする接着フィルムは、基材にグラフィック又は装飾を施すのに広く用い
られている。例えば、接着フィルムは、バン、バス、電車、路面電車等の乗り物に広告、
ロゴ、会社名、及び情報を提供するために用いられる。また、建造物に用いることもでき
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る。典型的に、接着フィルムは、最長数年間という長期間にわたって定位置に留まらなけ
ればならない。したがって、フィルムで作製されるグラフィックは、非常に幅広い天候条
件に曝される。特に、自動車のボンネット等の殆ど水平な表面上にフィルムを適用するい
わゆる水平適用では、天候条件が特に厳しい場合がある。したがって、接着フィルムは、
優れた耐候安定性及び表面への優れた接着特性を有する必要がある。
【０００３】
　しかし、使用後、塗面である場合が多い基材の表面に損傷を与えることなくグラフィッ
クフィルムを除去できることが一般的に望ましい。特定の用途では、これらグラフィック
は、大きなサイズである場合がある。基材への大きなイメージグラフィックフィルムの適
用は、フィルムと基材との間に閉じ込められる空気の問題に直面する。壁紙を貼ろうと試
みたことがある人であれば誰でも、裏が接着剤であるフィルムの下に閉じ込められた空気
を容易に除去することができない場合に生じ得るフラストレーションを理解できるであろ
う。気泡の除去には労力がかかる。当該技術分野は、接着剤中に空気抜きチャネルを設け
ることにより、この問題に対する複数の解決策を示してきた。例えば、欧州特許第９５１
５１８号には、グラフィックフィルムの適用中に空気を抜くための接着剤中のチャネルの
使用が開示されている。特定の場合、グラフィック上に空気抜きチャネルの存在が見えて
しまい、グラフィックの魅力が損なわれる場合があることが見出されている。このような
現象は、フィルムの適用直後に起こる場合があり、又は長期間わたって生じる場合ある。
【０００４】
　更に、基材の表面は、平坦ではない場合があるので、フィルムの優れた追従性を必要と
する。例えば、乗り物の個性化又は乗り物の装飾においてフィルムが用いられる場合、ナ
ンバープレートが配置されている凹部上、バンパー及び／又は基材の他の複雑な輪郭等の
曲面上にフィルムを適用する必要がある場合がある。基材への適用後のフィルムの応力緩
和の結果として、接着フィルムは、基材の表面が平坦ではないか又は複雑な形状を有して
いる領域で持ち上がったり浮き上がったりする場合がある。この望ましくない挙動は、適
用直後又はしばらく後に明らかになる場合がある。
【０００５】
　また、複雑な形状を有する平坦ではない基材上にフィルムを適用するとき、いわゆる「
ストレス時の白化（whitening at stress）」により、多かれ少なかれグラフィックフィ
ルムの顕著な色変化及び／又はグラフィックフィルムの光沢の変化が生じる場合がある。
【０００６】
　グラフィックを作製する特定の方法では、ＰＶＣ接着剤をプロッタ、いわゆる電気切断
で切断することによって、フィルムから接着剤を保護するライナに達するまでを所望の画
像、例えば、レタリングに切断する。電気切断後、接着フィルムを除去することによって
、ライナから不要な部分を除去して、所望の画像、例えばレタリングをライナ上に残す。
除去された部分は、ライナ上に残る画像のネガを提示する。次に、適用テープを用いて、
グラフィックが望まれる基材上に画像を適用する。魅力的なグラフィックを作製するため
に、鮮やかさに優れた広範な色を示す様々なグラフィックフィルムが望ましい。また、金
属光沢又は真珠光沢のある外観を生じさせる特殊効果フィルムが望ましい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　現在、平坦ではない表面又は複雑な形状を有する基材を含む基材に容易に適用すること
ができる接着フィルムを見出すことが望ましい。したがって、フィルムは、優れた追従性
を有し、持ち上がったり浮き上がったりする傾向が制限されていることが望ましい。望ま
しくは、フィルムは、優れた耐候安定性を有する。フィルムは、長期間にわたって使用し
た後で基材の表面に損傷を与えることなく容易に除去可能でなければならない。更に、フ
ィルムの魅力ある外観は、実質的に経時的に変化しない、及び／又は複雑な基材上に適用
している間にフィルムの延伸によって誘起される光沢又は色の変化の効果を最小限に抑え
なければならない。
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【０００８】
　本発明の１つの態様に関して、１つの主表面上に剥離ライナによって保護されている接
着層を有するポリ塩化ビニルフィルムを含む接着フィルムであって、前記ポリ塩化ビニル
フィルムと前記接着層との間にプライマー層が配置され、前記プライマー層が、アミノプ
ラスト及びポリエステル並びに／又はこれらの硬化物を含み、前記剥離ライナが、前記接
着層と接触する前記主表面上に、少なくとも２つの面内方向に沿って一連の隆起部を含む
ことにより、前記隆起部が相互連結して、隆起部によって囲まれている多数の凹部を画定
する接着フィルムを提供する。
【０００９】
　典型的に、本発明に係る接着フィルムは、接着層を保護するライナの対応する隆起部に
よって接着剤中に生じるチャネルにより、大きなフォーマットであっても容易に適用する
ことができる。更に、本フィルムは、複雑な形状及び／又は平坦ではない表面を有する基
材への適用に特に好適である。具体的には、特に表面の平坦さが急激に又は突然変化する
領域（例えば、凹部、リベット等）において、フィルムが持ち上がったり浮き上がったり
する傾向が制限される。接着剤中にチャネル構造が存在することより、典型的には、長期
間後でも、適用後のグラフィックが視覚的に乱れない。また、フィルムは、優れた耐候安
定性を示し、また、特殊な効果を有するフィルムに加えて非常に広範囲にわたる鮮やかな
色のフィルムの作製を可能にする。
【００１０】
　別の態様によれば、本発明は、基材上にグラフィックを作製する方法であって、
　（ｉ）上に定義した接着フィルムを提供することと、
　（ｉｉ）剥離ライナを除去して、１つの主表面上に、一連の隆起部によって画定される
剥離ライナのトポグラフィーの逆トポグラフィーである表面トポグラフィーを有する接着
層を有する接着フィルムを得ることと、
　前記接着フィルムを前記基材に適用することとを含む方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　以下は、本発明に係る実施形態の概要である。
　１．１つの主表面上に剥離ライナによって保護されている接着層を有するポリ塩化ビニ
ルフィルムを含む接着フィルムであって、前記ポリ塩化ビニルフィルムと前記接着層との
間にプライマー層が配置され、前記プライマー層が、アミノプラスト及びポリエステル並
びに／又はこれらの硬化物を含み、前記剥離ライナが、前記接着層と接触する前記主表面
上に、少なくとも２つの面内方向に沿って一連の隆起部を含むことにより、前記隆起部が
相互連結して、隆起部によって囲まれている多数の凹部を画定する接着フィルム。
　２．前記剥離ライナが、ポリオレフィンコーティング紙を含む、実施形態１に記載の接
着フィルム。
　３．前記隆起部が、３０マイクロメートル以下の平均高さを有する、実施形態１又は２
に記載の接着フィルム。
　４．一連の隆起部の２つの隆起部間の平均距離が、前記隆起部の頂部において測定した
とき５０～４００マイクロメートルである、実施形態１～３のいずれか一つに記載の接着
フィルム。
　５．前記プライマー層中の前記アミノプラストが、アルキル化メラミンホルムアルデヒ
ド樹脂である、実施形態１～４のいずれか一つに記載の接着フィルム。
　６．前記アミノプラストが、ｎ－ブチル化メラミンホルムアルデヒド樹脂である、実施
形態５に記載の接着フィルム。
　７．前記プライマー層中の前記ポリエステルが、ウレタン伸長ポリエステルである、実
施形態１～６のいずれか一つに記載の接着フィルム。
　８．前記アミノプラスト及びポリエステルの硬化物が、前記アミノプラストとポリエス
テルとの縮合生成物である、実施形態１～７のいずれか一つに記載の接着フィルム。
　９．前記プライマー層が、ポリエステルのアミノプラストに対する重量比が７０～２で
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ある組成物から得ることができる、実施形態１～８のいずれか一つに記載の接着フィルム
。
　１０．前記プライマー層が、更に、１つ以上の白色顔料を含む、実施形態１～９のいず
れか一つに記載の接着フィルム。
　１１．前記１つ以上の白色顔料が、二酸化チタンを含む、実施形態１０に記載の接着フ
ィルム。
　１２．前記プライマー層が、１つ以上の着色顔料を含む、実施形態１～１１のいずれか
一つに記載の接着フィルム。
　１３．前記プライマー層の厚さが、５～５０マイクロメートルである、実施形態１～１
２のいずれか一つに記載の接着フィルム。
　１４．前記プライマー層の厚さが、１０マイクロメートル超である、実施形態１～１３
のいずれか一つに記載の接着フィルム。
　１５．前記接着層が、感圧性接着剤を含む、実施形態１～１４のいずれか一つに記載の
接着フィルム。
　１６．前記感圧性接着剤が、アクリルポリマーを含む、実施形態１５に記載の接着フィ
ルム。
　１７．前記ポリ塩化ビニルフィルムが、透明であり、前記プライマー層が、金属粒子を
含む、実施形態１～１６のいずれか一つに記載の接着フィルム。
　１８．前記ポリ塩化ビニルフィルムが、白色又は黒色の有色フィルムである、実施形態
１～１６のいずれか一つに記載の接着フィルム。
　１９．前記ポリ塩化ビニルフィルムが、１つ以上の色顔料を含み、かつ白色又は黒色以
外の色を有する、実施形態１～１６のいずれか一つに記載の接着フィルム。
　２０．前記ポリ塩化ビニルフィルムの厚さが、２５～１００マイクロメートルである、
実施形態１～１９のいずれか一つに記載の接着フィルム。
　２１．前記接着フィルムが、前記接着層を含む主表面とは反対側の前記ポリ塩化ビニル
フィルムの主表面上に、透明なトップ層を含む、実施形態１９又は２０に記載の接着フィ
ルム。
　２２．前記透明なトップ層が、ポリ塩化ビニルを含む、実施形態２１に記載の接着フィ
ルム。
　２３．前記トップ層の厚さが、１～５０マイクロメートルである、実施形態２１又は２
２に記載の接着フィルム。
　２４．基材上にグラフィックを作製する方法であって、
　　（ｉｉｉ）実施形態１～２３のいずれか一つに記載の接着フィルムを提供することと
、
　　（ｉｖ）剥離ライナを除去して、１つの主表面上に、一連の隆起部によって画定され
る剥離ライナのトポグラフィーの逆トポグラフィーである表面トポグラフィーを有する接
着層を有する接着フィルムを得ることと、
　　（ｖ）基材上に前記接着フィルムを適用することとを含む方法。
　２５．前記基材が平坦ではない表面を含み、前記接着フィルムが、前記平坦ではない表
面に追従して全面貼合される、実施形態２４に記載の方法。
　２６．前記平坦ではない表面が、凹部を含み、前記凹部を橋渡しするように前記凹部上
に前記接着フィルムを適用し、任意に前記接着フィルムを加熱しながら、前記フィルムを
前記凹部に押しつけることによって、前記接着フィルムが前記凹部に一致する、実施形態
２５に記載の方法。
　２７．前記基材が乗り物を含む、実施形態２４～２６のいずれか一つに記載の方法。
　２８．前記乗り物が、自動車、バス、路面電車、電車、又は飛行機である、実施形態２
７に記載の方法。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　本発明に関して、概略的でありかつ例示目的のためだけの以下の図面を参照する。
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【図１】剥離ライナの表面上の隆起部の相互連結ネットワークの実施形態の概略図である
。
【図２】剥離ライナの表面上の隆起部の相互連結ネットワークの実施形態の概略図である
。
【図３】実施例に記載する持ち上がり試験に関連して用いられる試験パネルの概略図であ
る。
【図３Ａ】実施例に記載する持ち上がり試験に関連して用いられる試験パネルの概略図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　ＰＶＣフィルム
　ポリ塩化ビニルフィルムは、典型的に、可塑化ＰＶＣである。ＰＶＣフィルムは、透明
であってもよく、着色されていてもよい。１つの特定の実施形態では、接着フィルムは白
色であり、少なくともポリ塩化ビニルフィルムが白色に着色されている及び／又はプライ
マー層が白色に着色されている。用いることができる白色顔料としては、二酸化チタン又
は酸化亜鉛が挙げられる。別の実施形態では、接着フィルムは黒色であり、少なくともＰ
ＶＣフィルム及び／又はプライマー層が黒色に着色されている。ＰＶＣフィルム及び／又
はプライマー層を黒色に着色するのに好適な顔料としては、カーボンブラックが挙げられ
る。更なる実施形態では、有色の金属光沢のある外観を含む金属光沢のある外観を有する
接着フィルムを提供する。金属光沢のある外観の接着フィルムは、アルミニウムフレーク
等の金属粒子を含むプライマー層によって提供することができる。ＰＶＣフィルムは、典
型的に、金属光沢のある外観の接着フィルムの場合は透明である。更に、金属光沢効果に
加えて、黒色又は白色以外の色等の色効果が望ましい場合、色顔料が典型的に、プライマ
ー層に添加されてもよい。更なる実施形態では、ＰＶＣフィルムに色顔料を添加すること
によって、白色又は黒色以外の色を有する有色接着フィルムを提供することができる。こ
のような場合、典型的に、薄い色の場合はプライマー層に白色顔料を添加し、濃い色の場
合はプライマー層に黒色顔料を添加することが有利である。
【００１４】
　ＰＶＣフィルムの厚さは、広く変動し得るが、典型的には、少なくとも２０マイクロメ
ートルである。特定の実施形態では、ＰＶＣフィルムは、２５～１００マイクロメートル
の厚さを有し得る。別の実施形態では、厚さは、３０マイクロメートル～８０マイクロメ
ートル、又は３０マイクロメートル～６０マイクロメートルであってよい。
【００１５】
　上述の通り、ＰＶＣフィルムは、白色顔料、黒色顔料、並びに／又は黒色及び白色以外
の色顔料等の色顔料を含んでよい。ＰＶＣフィルムが色顔料を含む場合、前記色顔料は、
ＰＶＣ　１００重量部当たり１～１００部の量でＰＶＣフィルム中に含まれ得る。ＰＶＣ
フィルムは、更に、可塑化剤、ＵＶ安定剤、熱安定剤、アクリル樹脂、ポリエステル、界
面活性剤、及びレオロジー調整剤等の任意成分を含んでよい。
【００１６】
　プライマー層
　プライマー層は、ポリエステル及びアミノプラストを含む。特定の実施形態では、プラ
イマー層は、ポリエステル及びアミノプラストの硬化物を含み得る。好適なポリエステル
は、例えば、直鎖脂肪族、分枝鎖脂肪族、及び／又は環状脂肪族ポリオールと、脂肪族、
脂環式、及び／若しくは芳香族ポリカルボン酸又はその無水物との縮合反応に基づいてよ
い。ポリオールと酸又は無水物との比は、典型的に、遊離カルボン酸基又は無水物基を有
するポリエステルを形成するために、アルコールに対して酸又は無水物が過剰に存在する
ように選択される。
【００１７】
　ポリエステルは、例えば、イソフタル酸、テレフタル酸、２，６－ナフタレンカルボン
酸、４，４’－オキシビス安息香酸、３，６－ジクロロフタル酸、テトラクロロフタル酸
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、テトラヒドロフタル酸、トリメリット酸、ピロメリット酸、ヘキサヒドロテレフタル酸
（シクロヘキサンジカルボン酸）、ヘキサクロロエンドメチレンテトラヒドロフタル酸、
フタル酸、アゼライン酸、セバシン酸、デカンジカルボン酸、アジピン酸、コハク酸、マ
レイン酸、及び／又はフマル酸のユニットを含み得る。これら酸は、それ自体、又は利用
可能でありさえすれば、その無水物、酸塩化物、又は低級アルキルエステルとして用いる
ことができる。特定の実施形態では、ポリエステルは、少なくともイソフタル酸ユニット
及び／又はテレフタル酸ユニットを含む。
【００１８】
　また、ポリエステルは、例えば、カルボン酸の総量の２５モル％までの量で他のカルボ
ン酸ユニットを含み得る。また、例えば、トリメリット酸又はピロメリット酸等の三官能
性以上の官能酸ユニットが存在してよい。これら三官能性以上の官能酸は、分枝鎖ポリエ
ステルを得るために用いてもよく、又はポリエステルの末端基として用いてもよい。例え
ば、１２－ヒドロキシステアリン酸、ヒドロキシピバル酸、及び／又はイプシロン－カプ
ロラクトン等のヒドロキシカルボン酸及び／又は任意でラクトンを用いてもよい。また、
例えば、安息香酸、ｔｅｒｔ－ブチル安息香酸、ヘキサヒドロ安息香酸、及び／又は飽和
脂肪族モノカルボン酸等のモノカルボン酸を適用してもよい。
【００１９】
　ポリエステルを得るためにカルボン酸と反応し得る有用なポリアルコール、特にジオー
ルとしては、脂肪族ジオールが挙げられる。好適な例としては、エチレングリコール、プ
ロパン－１，２－ジオール、プロパン－１，３－ジオール、ブタン－１，２－ジオール、
ブタン－１，４－ジオール、ブタン－１，３－ジオール、２，２－ジメチルプロパンジオ
ール－１，３（＝ネオペンチルグリコール）、ヘキサン－２，５－ジオール、ヘキサン－
１，６－ジオール、２，２－ビス－（４ヒドロキシ－シクロヘキシル）－プロパン（水素
添加ビスフェノール－Ａ）、１，４－ジメチロールシクロヘキサン、ジエチレングリコー
ル、ジプロピレングリコール、２，２－ビス［４－（２－ヒドロキシエトキシ）－フェニ
ル］プロパン、ネオペンチルグリコールのヒドロキシピバル酸エステル、２－エチル，２
－ブチルプロパンジオール－１，３（＝ブチルエチルプロパンジオール）、２－エチル，
２－メチルプロパンジオール－１，３（＝エチルメチルプロパンジオール）、及び／又は
２－メチルプロパンジオール－１，３（ＭＰ－ジオール）が挙げられる。分枝鎖ポリエス
テルを得るために三官能性以上の官能性アルコールを少量用いてもよい。好適なポリオー
ルの例としては、グリセロール、ヘキサントリオール、トリメチロールエタン、トリメチ
ロールプロパントリス－（２－ヒドロキシエチル）－イソシアヌレート、ペンタエリスリ
トール、及び／又はソルビトールが挙げられる。
【００２０】
　ポリエステルは、任意に、例えばジブチルスズオキシド又はテトラブチルチタネート等
の従来のエステル化触媒の存在下において、エステル化又はエステル交換によって従来の
手順に従って調製することができる。調製条件及びＣＯＯＨ／ＯＨ比は、所望される場合
酸価及び／又はヒドロキシル価を有する最終産物を得るように選択してよい。典型的に、
ポリエステルは、少なくとも５、例えば、５～５０ｍｇ　ＫＯＨ／グラムポリエステルの
ヒドロキシル価を有し得る。
【００２１】
　ポリマー（ａ）の数平均分子量（Ｍｎ）は、例えば、約１，０００～約８，０００であ
ってよい。好ましくは、ポリマー（ａ）の数平均分子量（Ｍｎ）は、約１，４００～７，
５００である。
【００２２】
　ポリエステルは、室温で結晶質、半結晶質、又は非晶質の固体であってよい。ポリマー
が結晶質である場合、融解温度Ｔｍを有し、半結晶質である場合、融解温度Ｔｍ及びガラ
ス転移温度Ｔｇを有し、非晶質である場合、ガラス転移温度Ｔｇを有する。
【００２３】
　特定の実施形態では、ポリエステルは、更に官能基を含むように修飾してもよい。例え
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ば、特定の実施形態では、ポリエステルは、修飾されてもよく、又は例えばエポキシ基等
のアミノプラストと反応し得る基を含んでもよい。別の実施形態では、ポリエステルは、
ウレタン伸長ポリエステルのようにウレタン基で修飾されてよい。好適なポリエステルと
しては、特に、典型的に塗料業界、例えば粉末コーティングにおいて使用されるもの、及
び特に、ＤＳＭ（オランダ）製のＵＲＡＬＡＣブランドとして入手可能なポリエステルが
挙げられる。
【００２４】
　プライマー層において使用するためのアミノプラストは、便利なことに、アルデヒドと
アミノ－又はアミド－基含有化合物との縮合生成物に基づいている。使用されるアルデヒ
ドは殆どの場合ホルムアルデヒドであるが、アセトアルデヒド、クロトンアルデヒド、ア
クロレイン、ベンズアルデヒド、フルフラール、及びグリオキサール等の他のアルデヒド
を用いてもよい。アミン／アミド含有化合物としては、グリコールウリル、アミノトリア
ジン、又はベンゾグアナミンのうちの少なくとも１つに由来するものが挙げられる。この
ような化合物としては、例えば、メラミン、グリコールウリル、ベンゾグアナミン、アセ
トグアナミン、ホルモグアナミン、スピログアナミン等のアルコキシアルキル誘導体が挙
げられる。アルコール及びホルムアルデヒドとメラミン、尿素、又はベンゾグアナミンと
の反応から得られる縮合生成物が最も一般的であり、本発明において使用するのに最も好
適である。例えば、トリアジン、ジアジン、トリアゾール、グアナジン、グアナミン、並
びにアルキル－及びアリール置換尿素並びにアルキル－及びアリール置換メラミンを含む
このような化合物のアルキル－及びアリール－置換誘導体のアルデヒド縮合物等の他のア
ミン類及びアミド類の縮合産物を使用してもよい。このような化合物の幾つかの例は、Ｎ
，Ｎ’－ジメチル尿素、ベンゾ尿素、ジシアンジアミド、ホルマグアナミン、アセトグア
ナミン、グリコールウリル、アメライン、２－クロロ－４，６－ジアミノ－１，３，５－
トリアジン、６－メチル－２，４－ジアミノ－１，３，５－トリアジン、３，５－ジアミ
ノトリアゾール、トリアミノピリミジン、２－メルカプト－４，６－ジアミノピリミジン
、及び３，４，６－トリス（エチルアミノ）－１，３，５－トリアジンである。
【００２５】
　アミノプラスト樹脂は、典型的に、メチロール又は他のアルキロール基を含有し、殆ど
の場合、これらアルキロール基の少なくとも一部は、アルコールとの反応によってエステ
ル化される。この目的のために、メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール、
ペンタノール、ヘキサノール、シクロヘキサノール、ヘプタノール、及び他のアルコール
に加えて、ベンジルアルコール及び他の芳香族アルコール、シクロヘキサノール等の環状
アルコール、グリコールのモノエーテル、並びに３－クロロプロパノール及びブトキシエ
タノール等のハロゲン置換又は他の置換アルコール等のアルコール類を含む任意の一価ア
ルコールを使用してもよい。メタノール又はブタノールで実質的にアルキル化されている
アミノプラスト樹脂が、本明細書で使用するのに特に好適である。
【００２６】
　本発明で使用するのに好適なアミノトリアジン化合物の非限定的な例としては、（メト
キシメチル）メラミン－ホルムアルデヒド樹脂等のアルコキシアルキルアミノトリアジン
、例えば、ＣＹＭＥＬ　３００、ＣＹＭＥＬ　３０３、ＲＥＳＩＭＥＮＥ　７４５、ＲＥ
ＳＩＭＥＮＥ　８８１、及びＲＥＳＩＭＥＮＥ　７５７；エチル化－メチル化ベンゾグア
ナミン－ホルムアルデヒド樹脂、例えば、ＣＹＭＥＬ　１１２３；並びにメチル化－ブチ
ル化メラミン－ホルムアルデヒド樹脂、例えば、ＣＹＭＥＬ　１１３５、ＣＹＭＥＬ　１
１３３、及びＣＹＭＥＬ　１１６８が挙げられる。これら製品は、Ｃｙｔｅｃ　Ｉｎｄｕ
ｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．（ＣＹＭＥＬ）又はＳｏｌｕｔｉａ，Ｉｎｃ．（ＲＥＳＩＭＥＮ
Ｅ）のいずれかから市販されている。
【００２７】
　プライマー層を調製するための組成物において用いるときのポリエステルのアミノプラ
ストに対する重量比は、典型的に、少なくとも２、例えば、少なくとも３である。特定の
実施形態では、ポリエステルのアミノプラストに対する重量比は、７０～２、例えば、１



(8) JP 6174596 B2 2017.8.2

10

20

30

40

50

０～４又は３～１６である。アミノプラスト及びポリエステルが互いに反応し、硬化物を
形成する場合、このような反応は、完了してもよく（即ち、出発材料が実質的に残らない
）、又は硬化物に加えて反応物質を含むプライマー層が生じる部分反応であってもよい。
【００２８】
　プライマー層の厚さは、広く変動し得るが、典型的に、少なくとも５マイクロメートル
、又は１０マイクロメートル超である。特定の実施形態では、プライマーの厚さは、５～
５０マイクロメートルである。特定の実施形態では、プライマー層の厚さは、１１～５０
マイクロメートル又は１５～４０マイクロメートルである。
【００２９】
　上述のように、接着フィルムの所望の着色は、白色顔料、黒色顔料、並びに／又は黒色
及び白色以外の色顔料等の色顔料を含むことによって行うことができる。更に、特殊な効
果が望ましい場合、プライマー層は、金属顔料又は他の特殊効果（例えば、真珠光沢のあ
る）顔料を含み得る。プライマー層に添加してよい好適な顔料としては、ＰＶＣフィルム
に関して上述したものが挙げられる。典型的に、プライマー層に含まれ得る顔料の量は、
ポリエステル及びアミノプラスト１００重量部当たり少なくとも１重量部である。一般的
に、顔料の総量は、ポリエステル及びアミノプラストの３００重量部を超えてはならない
。顔料の典型的な量は、ポリエステル及びアミノプラスト１００重量部当たり８～１００
部である。
【００３０】
　プライマー層は、更に、可塑化剤及び界面活性剤等の任意成分を含み得る。
【００３１】
　接着層
　一般的に、接着層で用いられる接着剤は、特に限定されない。接着層の厚さは、広く変
動してよい。典型的に、接着層は、少なくとも１０マイクロメートル、例えば、少なくと
も１５マイクロメートル又は少なくとも２０マイクロメートルの厚さを有する。典型的な
実施形態では、接着層の厚さは、１５マイクロメートル～５０マイクロメートルである。
特定の実施形態では、接着層は、感圧性接着剤（ＰＳＡ）を含む。本発明に有用な感圧性
接着剤は、自己粘着性のものであってよく、又は粘着付与剤の添加を必要とするものであ
ってもよい。本発明で使用するのに特に好適な接着剤としては、アクリルポリマー系感圧
接着剤が挙げられる。接着剤の例としては、適用時に感圧性であるＰＳＡ、ホットメルト
、又は感熱性接着剤が挙げられ、例えば、米国特許第４，９９４，３２２号（Ｄｅｌｇａ
ｄｏら）、米国特許第４，９６８，５６２号（Ｄｅｌｇａｄｏ）、欧州特許第０　５７０
　５１５号、及び欧州特許第０　６１７　７０８号に開示されている感圧性接着剤；米国
特許第５，２９６，２７７号及び同第５，３６２，５１６５号（両方ともＷｉｌｓｏｎら
）並びに同第５，１４１，７９０号（Ｃａｌｈｏｕｎら）及び国際公開第９６／１６８７
号（Ｋｅｌｌｅｒら）に開示されている感圧性接着剤；並びに、Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ
　Ｐｒｅｓｓｕｒｅ－Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ、Ｅｄ．Ｄ．Ｓａｔａｓ
、２ｎｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ、Ｖｏｎ　Ｎｏｓｔｒａｎｄ　Ｒｅｉｎｈｏｌｄ、Ｎｅｗ　Ｙ
ｏｒｋ（１９８９年）に開示されている任意の種類のＰＳＡである。他のＰＳＡの例は、
米国再発行特許第２４，９０６号（Ｕｌｒｉｃｈ）、米国特許第４，８３３，１７９号（
Ｙｏｕｎｇら）、同第５，２０９，９７１号（Ｂａｂｕら）、同第２，７３６，７２１号
（Ｄｅｓｔｅｒ）、及び同第５，４６１，１３４号（Ｌｅｉｒら）、並びに、Ｅｎｃｙｃ
ｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉ
ｎｇ、ｖｏｌ．１３、Ｗｉｌｅｙ－Ｉｎｔｅｒｓｃｉｅｎｃｅ　Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓ、
Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ、１９８８及びＥｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓ
ｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ、ｖｏｌ．１３、Ｗｉｌｅｙ－Ｉｎｔｅ
ｒｓｃｉｅｎｃｅ　Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓ、Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ、１９６４に記載されてい
る。これらを含有するアクリレート系ＰＳＡは、米国特許第４，１８１，７５２号（Ｃｌ
ｅｍｅｎｓら）及び同第４，４１８，１２０号（Ｋｅａｌｙら）、国際公開第９５／１３
３３１号、及びＨａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｐｒｅｓｓｕｒｅ－Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　Ａｄ
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ｈｅｓｉｖｅｓ，Ｅｄ．Ｄ．Ｓａｔａｓ，２ｎｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎに記載されているもの
が挙げられる。
【００３２】
　特に有用なＰＳＡとしては、アルキル基が１～２０個の炭素原子、例えば、４～１２個
の炭素原子を有する１つ以上のアルキル（メタ）アクリレートの反復ユニットを含むアク
リルポリマーが挙げられる。用いることができるアルキル（メタ）アクリレートモノマー
の例としては、イソボルニル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ブチ
ル（メタ）アクリレート、イソ－オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（
メタ）アクリレート等が挙げられる。アクリルポリマーは、例えば、（メタ）アクリル酸
及びイタコン酸を含むエチレン性不飽和酸モノマー等の極性コモノマーを含むコモノマー
を含有してよい。
【００３３】
　接着層は、除去可能でなければならない、即ち、使用後にグラフィックフィルムを除去
することができなければならない。本発明の目的に関し、目的とする基材に最終的に適用
した後、シート材の意図される使用寿命が経過した時点で、２５フィート／時間（７．６
２メートル／時間）超の速度で、手作業により、所望により熱を加えつつ、基材に損傷を
与えることなくシート材を除去することが出来る場合、接着剤は「除去可能」であると見
なされる。
【００３４】
　特定の実施形態では、接着層は再配置可能な接着層である。本出願の目的において、「
再配置可能」とは、少なくとも初期において、顕著に接着能を損なわずに、基材に繰り返
し接着され、取り外される能力を指す。再配置可能な接着剤は通常、少なくとも初期にお
いて、従来の強力な粘着性のＰＳＡよりも低い、基材表面に対する剥離強度を有する。好
適な再配置可能な接着剤としては、いずれも３Ｍ社（Ｓｔ．Ｐａｕｌ、Ｍｉｎｎ、ＵＳＡ
）製の、フィルムブランドのＣＯＮＴＲＯＬＴＡＣ　Ｐｌｕｓ及びシートブランドのＳＣ
ＯＴＣＨＬＩＴＥ　Ｐｌｕｓに使用されている種類の接着剤が挙げられる。
【００３５】
　本発明に係る接着層は、トポグラフィー構造化接着層であるか、又は少なくとも１つの
微細構造化表面を有する接着層である。具体的には、接着層は、接着フィルムが適用され
る基材表面と接着層との間にチャネルのネットワークを有する。このようなチャネルの存
在により、接着層を通って横方向に空気が通り抜けることができ、これにより、適用中の
多層シート材及び表面基材の下から空気が逃げることができる。チャネルは、典型的に、
接着フィルムの適用前に接着層を保護する剥離ライナの対応する隆起部を通じて接着層に
作製される。したがって、剥離ライナに関する以下の詳細な説明を参照する。
【００３６】
　剥離ライナ
　接着層は、剥離ライナで保護される。剥離ライナは好ましくは接着剤忌避性であり、よ
り具体的には紙又はフィルムを含み、これは、適用される接着剤よりも低い表面エネルギ
ーの化合物でコーティング又は改変されている。オルガノシリコーン化合物、フルオロポ
リマー、ポリウレタン、及びポリオレフィンが、この目的にかなう。この剥離ライナはま
た、接着剤忌避性化合物を添加した又は添加していない、ポリエチレン、ポリプロピレン
、ＰＶＣ、ポリエステルから製造されたポリマーシートであり得る。
【００３７】
　上述の通り、剥離ライナは、微細構造化又は微細型押しパターンを有する。（接着層に
面する剥離側における）剥離ライナの微細構造は、少なくとも２つの面内方向に沿って一
連の隆起部を有し、前記隆起部は、相互連結して隆起部に囲まれている多数の凹部を画定
する。隆起部は、典型的に、３０マイクロメートル以下の平均高さを有する。典型的に、
平均高さは、５～２０マイクロメートルであってよい。剥離ライナの面方向に沿った隆起
部間の平均距離は、頂部で測定したとき５０～４００マイクロメートルであってよい。隆
起部の形状又は形態は、特に重要ではなく、断面において、湾曲している、矩形である、
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台形である、三角形である、二峰性である等が挙げられる。
【００３８】
　図１に示す特定の実施形態では、剥離ライナは、２つの面内方向に沿って隆起部を含む
。図１は、剥離ライナ１０の表面上の隆起部の相互連結ネットワークの概略図である。第
１のシリーズの隆起部は、面内方向Ａに沿った反復する隆起部１１によって形成され、第
２のシリーズの隆起部は、面内方向Ｂに沿って反復する隆起部１２によって形成される。
交差点１６で互いに連結している隆起部は、囲まれている隆起部１５のパターンを画定す
る。図１に示す通り、囲まれている隆起部は、矩形又は正方形の形状を有する。隆起部の
別の形状も同様に想到され、更なるシリーズの隆起部によって形成され得る。
【００３９】
　例えば、図２は、剥離ライナ２０の表面上の隆起部の相互連結ネットワークの概略図を
示す。それぞれ面内方向Ａ、Ｂ、及びＣに沿った隆起部のシリーズ２１、２２、及び２３
から、交差点２６において相互連結する隆起部が得られ、六角形状の隆起部２５のパター
ンを画定する。
【００４０】
　特定の実施形態では、剥離ライナの表面上の隆起部によって形成される微細構造に、相
互連結する隆起部によって画定される凹部内の別個の小さな窪みによって画定される更な
るパターンを重ねてもよい。これは、図２において、凹部２５内の数字２９によって示さ
れている。
【００４１】
　剥離ライナの微細構造は、特に、適切な用具を用いてライナを型押しすることを含む任
意の好適な手段によって形成することができる。本明細書に記載するような所望の微細構
造を有する剥離ライナを作製する方法は、例えば、欧州特許第９５１　５１８号及び米国
特許出願公開第２００８／０２９９３４６号に見出すことができる。
【００４２】
　任意の更なる層
　接着フィルムは、特定の実施形態では、更なる層を含有してもよい。例えば、特定の実
施形態では、接着層を有する主面とは反対側のＰＶＣフィルムの面上に更なる透明なトッ
プ層を設けてよい。このようなトップ層は、特に、自動車のボンネット上のようにフィル
ムが水平に適用される場合、接着フィルムの耐候性を強化する機能を有し得る。更に、ト
ップ層は、大きなロールに巻き取られているときに接着フィルムを保護することができる
。好適なトップ層は、コーティング、スクリーン印刷等を含む任意の一般的な適用方法に
よって適用され得る。典型的に、トップ層は、ポリマー樹脂を含む。好適な樹脂としては
、ＰＶＣ、アクリルポリマー、及びポリエチレンテレフタレート等のポリエステル、並び
にこれらの組合せが挙げられる。トップ層の厚さは、広く変動し得るが、典型的には少な
くとも０．５マイクロメートルである。特定の実施形態では、厚さは、１～５０マイクロ
メートルである。
【００４３】
　製造方法
　接着フィルムは、典型的に、任意のトップ層、ＰＶＣ層、プライマー層、接着層、及び
剥離ライナの順に、キャリアウェブ上に適用し、（ｉｉ）前記キャリアウェブを除去する
ことを含む方法を用いて作製される。２層以上の接着フィルムを１つの適用工程で提供し
てもよい、及び／又は接着フィルムの個々の層を別個の適用工程で提供してもよい。製造
方法で用いられるキャリアウェブとしては、典型的に、全ての層が適用されたときにキャ
リアウェブを剥がし、除去することができる剥離コーティングを備える紙又はフィルム裏
材が挙げられる。キャリアウェブ上の好適な剥離コーティングとしては、特に、熱硬化性
尿素樹脂及びアクリル樹脂が挙げられる。
【００４４】
　存在する場合、任意のトップ層をキャリアウェブ上にコーティングしてもよい。典型的
に、トップ層は、キャリア上で、トップ層の構成成分の有機溶媒溶液から提供される。特
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定の実施形態では、トップ層は、キャリアウェブの剥離コーティングと共に適用工程にお
いてキャリアウェブ上に提供され得る。
【００４５】
　ＰＶＣ層は、典型的に、ＰＶＣオルガノゾル組成物からキャリアウェブ（又は任意のト
ップ層）に適用される。典型的に、ＰＶＣオルガノゾル組成物は、好適な溶媒中にＰＶＣ
、可塑化剤、及び更なる任意成分を含む。用いることができる典型的な溶媒としては、Ｓ
ｏｌｖｅｓｓｏ、ブチルグリコール、Ｔｅｒａｐｉｎ（脂肪族、芳香族、及びナフテン酸
炭化水素の混合物）、キシレン、及び酢酸エチル等の市販溶媒が挙げられる。一般的に、
ＰＶＣオルガノゾルの適用後、適用されたＰＶＣ層を加熱する。一般的に、層は、３０秒
間～２４０秒間、１８５℃～２１０℃の温度に加熱される。次いで、ＰＶＣ層上に、典型
的に、有機溶媒中にアミノプラスト及びポリエステルに加えて顔料等の更なる成分を含む
組成物からプライマー層が適用される。
【００４６】
　プライマー層の成分は、ブチルグリコール等の有機溶媒中に分散又は溶解し得る。適用
されたプライマー層は、典型的に、加熱される。一般的に、プライマー層は、少なくとも
１４０℃、又は１６０℃～２１５℃の温度に加熱され得る。典型的に、層は、３０秒間～
１２０秒間加熱される。
【００４７】
　接着層及び剥離ライナは、多数の異なる方法でプライマー層に適用され得る。１つの特
定の実施形態では、接着層をプライマー層上にコーティングしてよく、上記の通り所望の
微細構造を有する剥離ライナをそれに積層してよい。別の実施形態では、接着層を所望の
微細構造を有する剥離ライナ上にコーティングしてよく、次いで、この積層体をプライマ
ー層に積層してよい。
【００４８】
　使用方法
　上記の通り接着フィルムは、典型的に、基材上にグラフィックを作製するために用いら
れる。グラフィックは、イメージグラフィック若しくはテキストメッセージ又はこれらの
組合せであってよい。グラフィックは、任意のサイズを有してよいが、本発明に係る接着
フィルムは、例えば、少なくとも１ｍ２又は少なくとも２ｍ２の領域にわたって延在する
大きなサイズのグラフィックを作製するのに特に好適である。接着フィルムは、平坦では
ない表面を有する基材に適用するのに特に好適である。一般的に、接着フィルムは、次い
で、基材の平坦ではない表面に一致する。平坦ではない表面の例としては、凹部、リベッ
ト、又は湾曲領域を有する基材が挙げられる。接着フィルムは、非常に広範な基材に適用
され得る。典型的な用途としては、特に、電車、バス、路面電車、自動車、バン、トラッ
ク、及び飛行機等のモータービークルを含む乗り物に加えて、建造物（外側又は内側）に
フィルムを適用することが挙げられる。
【００４９】
　特定の実施形態では、グラフィックを作製する方法は、有色接着フィルムの複数の別個
のユニットを有するグラフィックを作製することを含む。この方法では、各別個のユニッ
トの有色接着フィルムは、接着フィルムを含む。この実施形態における方法は、以下を含
む：
　（ｉ）接着フィルムを含む有色グラフィックフィルムを提供することと；
　（ｉｉ）接着フィルムのポリ塩化ビニルフィルム、プライマー層、及び接着層を切断し
て、複数の別個のユニットを画定することと；
　（ｉｉｉ）剥離ライナ上に複数の別個のユニットが残るように、切断されたポリ塩化ビ
ニルフィルム、プライマー層、及び接着層を接着フィルムの剥離ライナから剥離又は除去
することと；
　（ｉｖ）上記複数の別個のユニットの表面に接着適用テープを適用することと；
　（ｖ）剥離ライナを除去して、接着適用テープに取り付けられている上記複数の別個の
ユニットを残すことと；
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　（ｖｉ）基材の表面と接着適用テープとの間に複数の別個のユニットを挟むように、グ
ラフィックが望ましい基材に上記複数の別個のユニットを備える接着適用テープを適用す
ることと；上記適用テープを除去すること。
【００５０】
　この実施形態のこの方法において使用するための適用テープとしては、予め離間してい
るグラフィックを基材に適用するのに通常使用される適用テープのいずれかが挙げられる
。有色接着フィルムの別個のユニットは、接着フィルムを切断することによって得られる
。手工具を含む任意の切断ツールを用いてよいが、典型的には、いわゆる電気カッターが
用いられる。電気カッターの例としては、スプロケットフェッド／ピンフェッドカッター
、摩擦床カッター、又は平床カッターが挙げられる。
【実施例】
【００５１】
　以下の実施例は、本明細書に提供される組成物及び方法を更に説明するために提供され
る。これら実施例は、特定の実施形態を例示するために提供されるが、本発明をこれらに
限定することを意味するものではない。実施形態の説明に先立ち、材料及びその特性評価
に用いられる幾つかの試験方法について説明する。特に指示がない限り、パーセンテージ
は全組成物の質量に対する重量パーセンテージであり、それぞれのケースで合計で１００
重量パーセントとなる。部は、重量部である。
【００５２】
　試験方法
　Ａ．試験パネルの調製
　図３は、試験パネル（２００）の概略図を表すが、真の測定値を表すものではない。寸
法を以下に記載する。試験パネル（２００）は、４つの徐々に深くなるＶ字型の溝（２１
５～２１８）のパターン（それぞれ、Ｖ字型を形成する異なる角度を有し、異なる深さ及
び長さ延長を有する）を有するように曲げられた、１ｍｍの厚さを有するアルミニウムシ
ート（２１９）から形成される。
【００５３】
　曲げた後、試験パネルは、２８ｃｍ×８．５ｃｍの寸法を有する。
【００５４】
　左から右に、試験パネルは４つの溝（２１５～２１８）を有する。溝（２１５）は、０
．５ｃｍの深さ（ｈ１）、及び１．０ｃｍの長さ延長（ｌ１）を有する。シートの金属面
に対する溝の角度は、（左／右）α１＝１２８°及びα２＝１４８°である。溝（２１６
）は、１．０ｃｍの深さ（ｈ２）及び２．０ｃｍの長さ延長（ｌ２）を有する。シートの
金属面に対する溝の角度は、（左／右）α３＝１１８°及びα４＝１４７°である。溝（
２１７）は、１．５ｃｍの深さ（ｈ３）及び３．０ｃｍの長さ延長（ｌ３）を有する。シ
ートの金属面に対する溝の角度は、（左／右）α５＝１０８°及びα６＝１４９°である
。溝（２１８）は、２．０ｃｍの深さ（ｈ４）及び４．０ｃｍの長さ延長（ｌ４）を有す
る。シートの金属面に対する溝の角度は、（左／右）α７＝１０５°及びα８＝１５０°
である。全ての溝は、金属シートの幅全体に延在する、即ち、８．５ｃｍの幅延長を有す
る。長さ延長ｄ１、ｄ２、ｄ３、及びｄ５は、３．５ｃｍである。長さ延長ｄ４は、４．
０ｃｍである。
【００５５】
　未処理アルミニウム試験パネルを用い、実施例では「Ａｌｕ基材」と称した。Ａｌ試験
パネルの一部に自動車業界で用いられている標準的な自動車用塗料を塗り、最後に、ＰＰ
Ｇ，Ｐｉｔｔｓｂｕｒｇｈ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ，ＵＳＡから入手可能な２成分Ｃ
ｅｒａｍｉ　Ｃｌｅａｒ（ＣＣ）塗料を塗った。塗装後、試験パネルを２４時間室温で放
置した。塗装された試験パネルを、実施例では「ＣＣ基材」と称した。
【００５６】
　Ｂ．試験パネルへの接着フィルムの適用
　接着フィルムのストリップ（４ｃｍ×３０ｃｍ）を、スキージを用いて試験パネルに適
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プ（４ｃｍ×３０ｃｍ）を同じ方法で試験パネルに適用し、第１の接着フィルムのストリ
ップと最小３ｍｍ重ねた。ストリップをホットエアーガンを用いて５０℃で加熱し、ロー
ルを用いて溝に押し付けた。次いで、基材温度が８０℃～１００℃（赤外温度計を用いて
測定）に達するまで、接着フィルムのストリップをホットエアーガンで加熱した。加熱後
、接着フィルムのストリップを、小さなロールを用いて再度溝に押し付けた。コーティン
グされた試験パネルを、熱処理の前に２４時間室温で放置した。
【００５７】
　Ｃ．引っ張り強度、伸び、及びＥ－弾性率
　接着フィルム（剥離ライナなし）を、Ｚｗｉｃｋ試験機（Ｚｗｉｃｋ，ＵＫから入手可
能）を用いて引っ張り強度、伸び、及びＥ－弾性率について評価した。
【００５８】
　引っ張り及び伸び試験を、３００ｍｍ／分の一定のクロスヘッド変位速度で１００Ｎの
ロードセルを用いて実施した（ゲージ長さ１００ｍｍ；サンプルの幅２５．４ｍｍ）。Ｅ
－弾性率を、５ｍｍ／分の変位速度、並びに０．５％の伸び（１）及び１％の伸び（２）
で、０．５Ｎのロードセルを用いて測定した。
【００５９】
　各試験を２４回実施した。報告する値は、２４回の試験の平均である。破断点伸びは、
％で報告し、破断点引っ張り強さ及びＥ－弾性率は、Ｎ／ｍｍ２で報告する。
【００６０】
　Ｄ．接着フィルムの持ち上がり及び除去性
　最初に、コーティングされた試験パネルを目視評価した。次いで、試験パネルを７０℃
のオーブン内で７日間加熱し、その後、パネルを室温まで冷却し、再度目視評価した。以
下の評点に従って目視評価を行った：
【００６１】
【表１】

【００６２】
　加熱熟成後、試験パネルを室温まで冷却し、接着フィルムを４５°の角度で手で除去し
た。フィルムが室温で除去できなかった場合、フィルムを除去できるようになるまで基材
を４０～６０℃に加熱した。フィルムを除去するのに必要な温度を実施例に示す。
【００６３】
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【表２】

【００６４】
　試料の調製
　Ａ．プライマー混合物の調製
　以下の表に記載する量で成分をブレンドすることによって混合物を調製した。量は、固
形分ではなく、実際の市販組成物を指す。
【００６５】
　１．黒色及び白色プライマー混合物
　表１に示す量で成分をブレンドすることによって黒色及び白色プライマー混合物を調製
した。黒色プライマー混合物の場合、混合物を室温で１５分間５００～８００ｒｐｍにて
撹拌した。まずＵＲＡＬＡＣとＴｉＯ２とをブレンドし、次いで、ブチルグリコールを添
加し、最後に、ＲＥＳＩＭＥＮＥ及びポリマー可塑剤を添加することによって、白色プラ
イマー混合物を作製した。添加と添加との間に、混合物を３００～８００ｒｐｍで５～１
０分間撹拌した。
【００６６】

【表３】

【００６７】
　２．シルバーメタリックのプライマー混合物
　表２に記載する成分を混合することによって、シルバーメタリックのプライマー混合物
を調製した。混合物を室温で１５分間８００ｒｐｍにて撹拌した。
【００６８】
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【表４】

【００６９】
　Ｂ．接着フィルムの作製方法
　以下に概説する一般的な手順に従って接着フィルムを調製した。
【００７０】
　第１の工程では、可塑化ＰＶＣオルガノゾルを、熱硬化性アルキド尿素樹脂の層を含む
ポリエステル又は紙を原料とするプレサイズキャリアウェブ上に注型成形した。コーティ
ングを８０℃の強制空気オーブン中で４５秒間乾燥させ、１９５℃で６０秒間融合させた
。乾燥及び融合後のＰＶＣ層のコーティング厚さは、約５０μｍであった。黒色又は白色
プライマー混合物を、乾燥したＰＶＣフィルム上に注型成形した。コーティングを１８５
℃の強制空気オーブン中で４５秒間乾燥させた。乾燥したプライマー層のコーティング厚
さは、約３０μｍであった。
【００７１】
　最後に、３Ｍ社から入手可能な市販のグラフィックフィルムＳＣＯＴＣＨＣＡＬ　３６
５０上で用いられ、微細構造化剥離ライナ（３Ｍから入手可能なＩＪ４０Ｃにおいて使用
）上にコーティングされたアクリル感圧性接着剤を、研究室用ラミネータを用いてプライ
マー層に積層した。接着剤のコーティング厚さは、３５μｍであった。最後の工程におい
て、キャリアウェブを除去した。
【００７２】
　黒色接着フィルムを作製するために、黒色顔料を含有する可塑化ＰＶＣオルガノゾルを
黒色プライマー混合物と併用した。白色顔料を含有する可塑化ＰＶＣオルガノゾルを白色
プライマー層と組み合わせて用いて、白色接着フィルムを作製した。透明な可塑化ＰＶＣ
オルガノゾルをシルバーメタリックのプライマー層と組み合わせて用いて、シルバーメタ
リックの接着フィルムを作製した。
【００７３】
　（実施例）
　実施例１～３及び比較例Ｃ－１
　実施例１～３では、それぞれ、上に概説した一般的な方法に従って白色、シルバーメタ
リック、及び黒色の接着フィルムを調製した。プライマー層を用いないことを除いて同じ
方法で比較例Ｃ－１を作製した。Ｃ－１のＰＶＣ層の厚さは、８０μｍであった。接着フ
ィルムの特性を評価し、試験結果を表３に記載する。上に概説した一般的手順に従って、
未処理のアルミニウム試験パネル（Ａｌｕ基材）、及びＣｅｒａｍｉ　Ｃｌｅａｒ塗料で
コーティングされたアルミニウム試験パネル（ＣＣ基材）上に接着フィルムを適用した。
両基材において持ち上がりを評価した。Ａｌｕ基材において除去を評価した。結果を表４
に記載する。
【００７４】
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【００７５】
【表６】
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